
6-3-1

３章 土 工

３．１ 河川土工一般事項

３．１．１ 土の流用率

土の流用率は、土木工事標準歩掛によるものとする。なお、火山灰については、土木工事

数量算出要領第５編・２章・２－１－３・土の流用率による。

また、締固めを指定しない場合の流用率は１．０とする。

３．１．２ 工事延長

築堤延長は縦断方向の天端始点（肩）より天端終点（肩）までとする。

３．１．３ 曲線による土積の補正

築堤（築堤部分の切土を含む）については堤防法線の距離を標準とする。

ただし曲線部でそれが不適当と判断される場合には平均距離とする。

３．１．４ 重心計算

（１）ダンプトラック

運搬盛土および置土等の運搬距離の重心は土積計算書の中の１／２とする。

（２）ブルドーザ

土運搬および置土等の運搬距離は、重みつき平均距離とし、ｍ四捨五入１０ｍ単位とする。

３．１．５ 距離の取り方

築堤および低水路の土工が一部高水敷にかかる場合は、いずれか支配的な基準線により算

出する。

３．１．６ 盛土施工区分幅

盛土施工区分幅は、土木工事数量算出要領第１編・２章・２－１・（２）盛土施工幅による

ものとし、下図を参考に算出するものとする。

（例：軟弱地盤に盛土の場合）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ ＝工事延長（不施工Ｄｍを含む）

Ｂ＋Ｃ＝築 堤 延 長

Ｄ ＝不 施 工 延 長
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３．２ 築堤盛土

３．２．１ 沈下板布設

（１）パイプ製沈下板

① パイプ製沈下板図と布設標準図

② 盛土高３ｍ程度以上、又は継続して地盤沈下量の測定を必要とする個所についてはパイ

プ製の沈下板を計上出来るものとする。

③ 数量算出(1基当たり)

設置長 L1＝ 必要長(盛土高等) ＋0.5～1.0m (合計値を0.5mラウンド)

ガス管長 L2＝ L1－1.0m (パイプ製沈下板のガス管長)

ソケット N ＝ (L1÷1.0m/本) －1本 (小数第1位切り上げ)

（２）鉄板製沈下板

① 鉄板沈下板図と布設標準図

盛 土

沈下板（鉄板製）
3 m程度 2m程度

平面図

2m程度
控杭

（赤ペンキ付）
4.5×4.5×60㎝

3 m程度

控用鉄線

φ4 ㎜Ｌ＝6 ｍ程度

箇所確認用
控杭
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② 丘陵堤の盛土における沈下板の敷設幅算定の内、法尻側の控長については下図に

よること。

（３）シート製沈下板

① シート製沈下板図と布設標準図

亜鉛引鉄板厚 1.0㎜

詳細図

0.05m

0.9ｍ× 0.6ｍ

結束
鉄線

0.6m 0.6m 0.6m

1.8m

結束鉄具

鉄線長 90 ㎝φ 4㎜ 結 束 鉄 線

φ 4㎜線使用

m09.0

m51.0
m51.0

m06.0

沈下板標準図

３ｍ程度 Ｎ程度
Ｎ：１

標準図

盛 土

沈下板（シート製）
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② 盛土高0.5ｍ程度以下の箇所については、シート製の沈下板を計上出来るものとする。

（４）沈下板布設個所及び数量調書（例）

① パイプ製沈下板 ② 鉄板製沈下板 ③ シート製沈下板

測 点 ① ② パイプ長 本数 測 点 枚 数 測 点 布設長

SP350 3.5 3.7 7.2 2 SP350 7 SP350 12.0

SP400 3.7 3.9 7.6 2 SP400 8 SP400 15.5

計 256 計 162.5

（５）沈下板布設の積算は下記による

① 築堤等で盛土を行い沈下が予測される工事については沈下板（鉄板、パイプ製、シー

ト製）の布設を「沈下板布設工」として、設置費及び測定費を技術管理費で計上する。

② 布設個所の標準

測点間隔 現場条件 沈下板布設間隔の標準 摘 要

Ａのとき 100ｍ毎
50ｍの場合

Ｂのとき 50ｍ毎 特別な場合は沈下板布設間

Ａのとき 80ｍ毎 隔を適宜縮めてよい。
20ｍの場合

Ｂのとき 40ｍ毎

ア 現場条件Ａのとき

(ｱ）比較的地盤が良い。

(ｲ）比較的地盤が平坦である。

(ｳ）盛土高がきわめて小さい。

(ｴ）一様に沈下すると予測される。

イ 現場条件Ｂのとき

(ｱ）地盤が軟弱である。

(ｲ）地盤が不規則である。

(ｳ）盛土高が大きい。

(ｴ）不同沈下が予測される。

(ｵ）相当量の沈下が予測される。

(ｶ) 施工管理業務対象区間。

③沈下板布設個所には縦断図及び横断図の測点に○印を付けること。

④公示用は「沈下板標準図」と「沈下板布設個所及び数量調書」を添付する。

詳細図

度
程

ｍ
5

.0
シート布設長

100㎏/5㎝級ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
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３．３ 床掘

３．３．１ 床掘勾配

床掘勾配は下表を標準とする。

土 質 床 掘 深 掘削面の高さ 床掘勾配 小 段 の 幅

２ｍ未満 １：０．５

火 山 灰 ２ｍ以上５ｍ未満 １：０．７

全掘削高５ｍ以上 １：１．０ 下からＨ＝５ｍ毎に１ｍ

２ｍ未満 １：０．５

泥 炭 ２ｍ以上５ｍ未満 １：１．２

全掘削高５ｍ以上 １：１．８ 下からＨ＝５ｍ毎に１ｍ

（注）１．現場条件等の理由により上記により難い場合は、別途考慮する。

２．上表にない土質については、土木工事数量算出要領第１編・２章・２－１・（３）

床掘による。

３．３．２ 床掘余裕幅

床掘余裕幅は、土木工事数量算出要領第１編・２章・２－１・（３）床掘によるものとする。

ただし、水替必要な場合については、土木工事数量算出要領第５編・２章・２－５－２・３

床掘勾配・余裕幅によるものとする。

３．３．３ 小作構物の床掘

（１）プレキャストＵ型側溝、集水枡などのコン

クリート２次製品の床掘は、土木工事数量

算出要領第５編・２章・２－５－５二次製

品の床掘によるものとする。なお、Ｖトラ

フの場合は、右記とする。

（２）護岸布設に伴う、小作工物の床掘は、下図

のとおりとする。

注）ただし、土質が火山灰・泥炭の床掘勾配は、１ｍ未満であっても1：0.5とする｡

３．３．４ 河川横断工作物の床掘と余裕幅

河川横断工作物の床掘と余裕幅は、土木工事数量算出要領第１編・２章・２－１・（１）

掘削・堤防横断構造物の床掘によるものとする。

防寒仮囲いを必要とする場合の余裕幅については、土木工事数量算出要領第６編・４章・

４－１－１樋門土工数量算出によるものとする。

0.5 m0.5 m

計画基面又は、現況地盤

H<1.0m H ≧ 1 . 0 m

計画基面又は、現況地盤
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３．４ 第２種側帯の設置

３．４．１ 側帯の構造

第２種側帯の構造は｢改定解説・河川管理施設等構造令｣によるが、標準は下記標準図とする。

（１）第２種側帯標準図

（注）１．側帯延長は、おおむね長さ１０ｍの堤防の体積（１００ｍ３未満となる場合は

１００ｍ３）の土砂等を備蓄するための長さとする。

２．コンクリートブロック（発生材）は上下流それぞれ５０㎝程度布設延長を延ばす

こと。またコンクリートブロック（発生材）の天端高は、築堤高迄とする。

なお連結用鉄線は合金メッキ鉄線を使用することとする。

３．ひし形金網は上下流それぞれ５０㎝程度布設延長を減ずること。またひし形金網

の天端高は、築堤から５０㎝程度減ずること。

なお金網は特殊強力亜鉛メッキφ３．２㎜を使用することとする。

５ｍ以上かつ、堤防敷幅の1/2以下

（20ｍ以上となる場合は20ｍ）

またはひし形金網

築堤高

堤 防 敷 幅

勾配５％

耳芝

植生

堤防

コンクリートブロック（発生材）
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３．５ 築堤取付道路

３．５．１ 築堤取付道路構造

築堤取付道路は、幅員４ｍ・勾配６％を標準とし路肩は各々０．５ｍ法勾配は築

堤と同一とする。ただし一般道路は道路構造令によること。また特殊なものにつ

いては、従来道路幅員とすることができる。

（注）１．堤に直角取付の隅切のＲは２．０ｍとする。

２．角取付の場合のＸ３は５．０ｍを標準とする。

３．土高は１０㎝単位に四捨五入とする。

Ｂ
Ｃ

２ Ｂ

ＢＬ ２Ｌ 0

Ｌ 1

Ｂ '

築 堤 Ｃ ' Ｂ Ｂ
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ｍ
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h
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Ｓ
：

１

Ｓ
：

１

ＳＴ：１

築 堤 法 面

築 堤 法 面

Ｂ

Ａ Ａ'

Ｓ
Ｔ

：
１

１
Ｈ

2
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ
3

Ｌ
4１

：
Ｓ

１
：
Ｓ

Ｓ
：

１

Ｌ
Ｚ ％

％Ｚ

％Ｚ

Ｌ ％
Ｚ

Ｌ0

Ｓ
：

１

Ｈ

Ｈ

直 角 取 付 の 場 合
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３．５．２ 数量算出

（１）標準形状については計算式によるものとし、特殊なものについては別途積算すること。

（２）斜取付の場合の築堤法面積は道路の法面積と同様とする。

（３）数量算出式は下記のとおりとする。

直角取付 斜取付

延長 延 長

土量 取付角度（斜角)

各部長さ

法面積

土 量

耳 芝

法面積

築堤法面控除

耳 芝

Ｖ1＝
Ｂ・Ｈ1

２
＋

Ｓ・Ｈ1
2

３
・Ｘ1

Ｖ2＝ Ｂ・
Ｈ1+Ｈ2

２
＋Ｓ・

Ｈ1+Ｈ2

２

2

・Ｘ2

Ｖ3＝
Ｂ・Ｈ2

２
＋

Ｓ・Ｈ2

2

３
・Ｘ3

h＝sin
-1 Ｚ・Ｓ

100

Ａ1＝ Ｓ2＋１ ・Ｈ1・Ｘ1

Ａ＝Ｌ4× Ｌ3＋
Ｌ1

２
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（４）小段がある場合の取付道路控除土量

直角取付

斜取付

斜取付の場合は本堤と小段の法勾配が相違するので、別途算出のこと。

（５）標準取付道路数量表

下記表は標準的な形状に適用するものとし、特殊な形状、築堤小段のある場合及びこ

れにより難い場合は別途考慮のこと。

道 路 幅 員 ４．０ｍ

道 路 縦 断 勾 配 ６％

道路法勾配 直角取付 １：１．５

斜 取 付 築堤法勾配と同一

３．５．３ 駒止め

堤防天端及び堤体法尻の保護を目的とし下図を参考に設置する。

標準断面図

：
Ｎ

1

4 . 0 0

0 . 2 0 3 . 0 0 0 . 8 0

Ｂ

Ｖ ’

Ｂ＋２・Ｓ・Ｈ

Ｖ ’

Ｈ

ｈ

ｂ
’

ＳＴ：１

’
ＳＴ：１

Ｓ
：

１

１
：
Ｓ

Ｈ

ｈ
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詳細図

平面図

※敷砂利厚 100mmの時、

ａ＝200

敷砂利厚 200mmの時、

ａ＝100

0
0

3
200

敷砂利

1
Ｎ：

駒止めブロック（巻止ブロック0.3×0.2）

駒止めブロック

（巻止ブロック0.3×0.2）

2000 2000

（注）１．ブロックの裏は盛土することとし、その天端は植生工等で保護するものとする。

２．駒止ブロックは、天端付近では埋設し、通行に支障のない構造とする。

ａ
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３．６ 法面整形工

法面整形工は下図のとおりとする。

３．６．１ 築堤の整形工

盛土法面整形

盛土法面
整形

盛土法面整形

切土法面整形

盛土法面整形

切土法面整形


